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フレッシュコンクリートの流動性や変形特性は、実工事ではスランプ試験やスランプフロー
試験によって評価されている。フレッシュコンクリートは、一般にビンガム流体と考えられて
おり、スランプやスランプフローの値は降伏値に、スランプフロー時間やスランプフロー速度
は塑性粘度に関わる値とされている。しかし、フレッシュコンクリートの流動解析に必要な降
伏値や塑性粘度を直接試験する方法が望まれており、ロート流下時間、回転粘度計、Ｕ型やボ
ックス型充填試験器などが検討されてきたが、いずれもフレッシュコンクリートの降伏値や塑
性粘度の直接試験は困難である。 
本研究では、傾斜面を流下するフレッシュコンクリートの流動速度を計測することで粘性の
評価ができると考え、L 型フロー試験器をもとに傾斜フロー試験器を考案し、次いで試験器の
傾斜角度を変化させてフレッシュコンクリートに作用する力を変化させ、作用する力と流下速
度との関係から降伏値および塑性粘度が推測できるとして試験器の改良を行った。さらに傾斜
面を流下するときにフレッシュコンクリートに作用する力が評価できるように試験器の改良を
行い、流動解析に用いる見掛けの降伏値および塑性粘度を直接求めることが可能となった。 
本論文は、傾斜フロー試験器の改良の経緯と最終の傾斜フロー試験器による普通コンクリー
トから高強度・高流動なコンクリートに対して、その調合と見掛けの降伏値および塑性粘度の
関係を考察したものである。 
本論文は全８章から構成されており、各章の概要は次のとおりである。 
第１章「序論」では、本研究の背景、研究の目的および論文の構成、内容の概要を示した。 
第２章「既往の研究」では、フレッシュコンクリートの流動性評価試験方法、フレッシ
ュコンクリートのレオロジー定数の計測およびフレッシュコンクリートのレオロジー解
析に関する既往の研究を示し、現状の問題点をまとめ、本研究の方向性を示した。 
第３章「傾斜フロー試験器（Ⅰ）の考案と計測値による流動性評価」では、L 型フロー
試験器が高流動コンクリートにしか適用できないのに対し、流下部分に傾斜角を付けた試
験器を考案し、普通コンクリートまで流動性が評価できるようにした。流下試験の結果か
ら、傾斜角度 23°が適切な角度であるとし、水セメント比と流動速度の関係より粘性の
評価ができることが判明し、同時に各種コンシステンシー試験との関係および回転翼型粘
度計試験との関係も確認し、普通コンクリートから高強度で高流動なコンクリートに対して
粘性を評価できることを明らかにした。 
第４章「傾斜フロー試験器（Ⅱ）の考案と計測値による流動性評価」では、傾斜角度を
可変にすることによってフレッシュコンクリートに作用する応力を変え、そのときの流動
速度と応力の関係からフレッシュコンクリートの見掛けの降伏値および見掛けの塑性粘度の評
価について考察を行った。その結果、見掛けの塑性粘度は求めることができたが、見掛けの降
伏値が負の値なることが判明し、その原因として試験器の形状よる垂直試料ボックス部の垂直
応力が加わり、フレッシュコンクリートの流動に乱れが生じることによることを明らかにした。 
第５章「傾斜フロー試験器（Ⅲ）の考案と計測値による流動性評価」では、傾斜角度が
可変で乱れない流動が得られる改良した試験器を用いて各種調合のフレッシュコンクリ
ートの流動試験を行い、セメント比が 30～60%、スランプが 18～23cm、スランプフローが 55
～65cmの範囲において見掛けの塑性粘度および見掛けの降伏値を求めることができ、これらの
値は既往の結果とおおむね一致していることを明らかにした。 
第６章「傾斜フロー試験器（Ⅲ）によるフレッシュモルタル・フレッシュペーストの流
動性評価」では、前章で改良した試験器を用いて、フレッシュコンクリートから粗骨材を
除いたフレッシュモルタルおよびフレッシュモルタルから細骨材を除いたフレッシュペ
ーストの流動試験を行った。その結果、モルタル・ペーストごとに試験に使用する試料の
適正量およびに適正な傾斜角度を用いることで、見掛けの塑性粘度および見掛けの降伏値を
求めることができ、これらの値は既往の結果とおおむね一致していることを明らかにした。 
第７章「傾斜フロー試験器（Ⅲ）によるレオロジー定数と調合の関係」では、第５章の結
果をもとに、レオロジー定数と流動性試験との関係、降伏値と調合の関係および塑性粘度
と調合の関係について検討し、レオロジー定数と流動性試験との関係では、見掛けの降伏
値とスランプフローの関係性は普通コンクリートと高強度コンクリートでの連続性がない
こと、見掛けの塑性粘度と50cmスランプフロー速度では相関は小さいこと、降伏値と調合
の関係では、単位水量および高性能AE減水剤の使用量の変化は水セメント比により異なる
こと、塑性粘度と調合の関係では、水セメント比の変化が支配的で高性能ＡＥ減水剤の使
用量の変化に対しては影響が少ないことなどを示した。 
第８章「結論」では、本研究を総括し、得られた知見をまとめて結論を示した。 
 
 
 
